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関東整備局ら

新
湾
岸
道
路
を
具
体
化

　
新
湾
岸
道
路
検
討
会
準
備
会
の
初
会
合
が
　
日
、

２１

千
葉
市
内
で
開
か
れ
た
。
東
京
湾
岸
地
域
の
慢
性
的

な
渋
滞
解
消
を
目
指
す
新
湾
岸
道
路
の
計
画
具
体
化

に
向
け
て
、
計
画
段
階
評
価
に
着
手
す
る
た
め
、
検

討
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
、
概

略
ル
ー
ト
や
構
造
の
検
討
が
本
格
化
す
る
見
通
し
だ
。

きょうきょうのの

紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面
業
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

公
告
　
市
原
で
訓
練
棟
新
築
工
事
　
４

（
き
き
ょ
う
会

）　
　

入
札
　
配
水
管
整
備
を
都
葉
設
備
　
６

（
県
千
葉
水
道

）　
　

入落ナビ入落ナビはは、、
こちらかこちらからら
ＱＲコーＱＲコードド

綜
企
画
が
第
一
候
補

船　橋　市

行
田
住
宅
跡

新
消
防
局
の
設
計

　
八
街
市
建
設
業
災
害
対
策

協
力
会
（
櫻
井
勝
治
会
長
）

は
　
日
、
２
０
２
３
年
度
の

１７
土
の
う
作
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
い
、
２
０
０
０
袋
を

市
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
市
か
ら
の
要
請
に
応
え

る
形
で
浸
水
被
害
に
備
え
、

出
水
期
に
入
る
前
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
梅
雨
の
晴
れ
間

で
暑
さ
の
厳
し
く
な
る
中
、

同
会
を
構
成
す
る
市
内
の
建

設
関
連
企
業
　
社
か
ら
　
人

３０

３０

が
参
加
し
、
土
の
う
作
成
に

汗
を
流
し
た
。

　
作
業
を
前
に
櫻
井
会
長
は
、

早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

に
「
こ
の
土
の
う
が
使
わ
れ

な
い
こ
と
が
一
番
良
い
」
と

し
な
が
ら
も
、
市
民
の
た
め
、

万
一
の
備
え
は
必
要
と
活
動

の
意
義
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

同
市
道
路
河
川
課
か
ら
は
宮

澤
英
光
課
長
を
含
む
３
人
が

応
援
に
駆
け
付
け
、
災
害
時

の
緊
急
対
応
な
ど
日
ご
ろ
の

活
動
に
感
謝
を
表
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
土
の
う
は
、

市
が
管
理
し
、
必
要
と
す
る

市
民
が
引
き
取
り
に
来
る
ほ

か
、
市
が
土
の
う
積
み
の
作

業
を
す
る
際
は
、
一
度
に
１

０
０
袋
以
上
が
使
わ
れ
る
た

め
、
毎
年
使
い
切
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い

う
。
宮
澤
課
長
は
「
暑
い
中

の
作
業
に
な
る
が
、
熱
中
症

と
け
が
に
気
を
付
け
て
ほ
し

い
」
と
参
加
者
に
呼
び
掛
け

た
。
　
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
下

で
作
業
に
取
り
組
ん
だ
参
加

者
は
、
ス
コ
ッ
プ
担
当
と
袋

担
当
を
交
代
し
な
が
ら
土
の

う
作
り
に
励
ん
だ
。
ま
た
、

底
抜
き
の
排
水
桝
を
流
用
す

る
こ
と
で
、
一
人
で
土
の
う

作
成
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
２
０
０
０
袋
の
土
の
う
を

作
成
し
て
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
で
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
に
運

搬
、
積
み
上
げ
る
と
い
う
地

道
な
作
業
の
繰
り
返
し
は
半

日
が
か
り
と
な
り
、
会
員
ら

は
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
建
設
業
と
し
て
の
責

任
感
を
持
っ
て
作
業
に
取
り

組
ん
だ
。

　
同
会
に
よ
る
土
の
う
作
り

は
、
　
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施

２０

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同
会

の
前
身
で
あ
る
八
街
市
建
設

事
業
協
同
組
合
の
期
間
を
加

え
る
と
、
活
動
は
　
年
に
及

３０

ぶ
と
い
う
。
通
常
は
年
に
一

度
の
土
の
う
作
成
だ
が
、
浸

水
被
害
な
ど
で
土
の
う
が
不

足
す
る
と
、
追
加

で
土
の
う
を
寄
贈

し
て
い
る
。

　
【
八
街
市
災
害

対
策
協
力
会
】

　
▽
青
柳
設
備
▽

エ
ス
ケ
イ
工
業
▽

小
川
電
気
▽
小
高

建
設
▽
海
宝
製
材

所
▽
け
や
き
建
設

▽
櫻
井
建
設
▽
シ

ー
テ
ッ
ク
▽
シ
ン

レ
キ
工
業
▽
聖
和

興
業
▽
創
政
建
設

▽
大
松
建
設
▽
ダ

イ
マ
ツ
▽
竹
内
建

設
▽
匠
建
工
▽
東

亜
道
路
工
業
▽
八

起
産
業
▽
八
光
電

気
工
業
▽
八
建
▽
フ
タ
バ
緑

化
産
業
　▽
古
谷
建
設
▽
堀

部
設
備
工
業
　▽
丸
竹
建
設

▽
マ
ル
ト
シ
▽
明
哲
開
発
▽

森
川
建
設
　▽
山
田
設
備
▽

優
善
▽
横
田
造
園
土
木
▽
吉

川
造
園

櫻井会長

早朝から集まった災対協メンバー

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン

フ
ラ
協
議
会
（
岩
井
健
会

長
）
は
　
日
、
習
志
野
市
企

１６

業
局
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
事

業
継
続
力
強
化
計
画
を
テ
ー

マ
に
継
続
職
能
研
修
を
開
い

た
。
講
師
を
つ
と
め
た
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
・
災
害

対
策
支
援
部
の
高
山
千
佳
歳

氏
は
、
官
民
が
連
携
し
て
災

害
時
で
も
事
業
が
継
続
で
き

る
強
靭
な
地
域
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

強
調
、
地
域
社
会
の
安
全
・

安
心
を
担
う
会
員
企
業
の
　２６

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
継
続
教
育
研
修
は
、
品
質

の
確
保
な
ど
目
的
に
し
た
勉

強
会
を
拡
充
、
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
学
習
記
録

を
必
要
に
応
じ
て
履
歴
と
し

て
証
明
す
る
「
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定

継
続
計
画
の
重
要
性
学
ぶ

習 志 野
インフラ協

市
企
業
局
職
員
と
技
術
研
修
会

高山氏の解説に熱心に耳を傾ける会員ら

　
船
橋
市
は
、
消
防
局
・
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
建
替
工
事

設
計
業
務
の
委
託
事
業
者
を

選
定
す
る
一
般
競
争
入
札
を

開
札
、
第
１
落
札
候
補
者
と

し
て
綜
企
画
設
計
（
東
京
都

中
央
区
）
を
選
定
し
た
。
予

定
価
格
１
億
３
１
１
２
万
円

に
対
し
て
落
札
額
は
１
億
０

４
０
９
万
４
６
０
０
円
（
税

抜
き
）
。
国
家
公
務
員
宿
舎

船
橋
行
田
（
ぎ
ょ
う
だ
）
住

宅
跡
地
の
一
部
に
、
延
べ
面

積
約
４
２
０
０
㎡
規
模
の
消

防
局
・
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

を
新
築
す
る
た
め
、
新
庁
舎

の
設
計
と
既
存
建
物
の
解
体

設
計
に
着
手
す
る
。
履
行
期

限
は
２
０
２
５
年
３
月
ま
で
。

　
同
業
務
の
成
果
を
も
と
に
、

　
年
度
か
ら
約
２
カ
年
で
建

２５設
、
　
年
度
の
供
用
開
始
を

２７

目
指
す
。
着
工
を
前
に
、
宿

舎
３
棟
の
解
体
撤
去
工
事
は

今
年
度
末
に
も
発
注
す
る
予

定
だ
。

　
同
市
の
消
　防
局
・
中
央

消
防
署
　合
同
庁
舎
は
１
９

７
３
年
に
竣
工
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
構
造
・
規
模

は
、
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
て
延
べ

２
９
５
９
㎡
。
ま
た
、
Ｉ
ｓ

値
が
０
・
　
で
、
消
防
庁
舎

６４

に
求
め
ら
れ
る
目
標
値
を
下

回
っ
て
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

建
て
替
え
の
検
討
を
進
め
て

き
た
。

　
移
転
候
補
地
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
災
害
リ
ス
ク
の

低
い
場
所
な
ど
の
立
地
条
件

を
考
慮
、
行
田
住
宅
跡
地
を

選
定
し
た
。
建
設
場
所
は
、

用
途
の
制
限
な
ど
か
ら
、
県

道
９
号
船
橋
松
戸
線
に
面
し

て
い
る
敷
地
東
側
を
想
定
し

て
い
る
。

　
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、

合
同
庁
舎
西
側
の
複
合
施
設

内
「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」

も
、
あ
わ
せ
て
新
庁
舎
に
移

転
、
　
年
４
月
に
供
用
を
開

２８

　
県
印
旛
土
木
事
務
所
は
、

県
単
河
川
環
境
整
備
委
託

（
鹿
島
川
除
草
工
）
の
公
募

を
開
始
し
た
。
委
託
場
所
は

佐
倉
市
坂
戸
な
ど
の
一
級
河

川
利
根
川
水
系
鹿
島
川
と
な

り
、
予
算
の
上
限
は
２
７
９

万
４
０
０
０
円
。
７
月
３
日

ま
で
応
募
書
類
を
持
参
か
郵

送
で
受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
が

管
理
す
る
河
川
施
設
を
利
用

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
環

境
活
動
の
社
会
的
貢
献
や
環

境
学
習
を
実
施
す
る
機
会
拡

充
を
図
り
、
河
川
堤
防
の
環

境
向
上
を
図
る
こ
と
が
狙
い
。

除
草
工
の
面
積
は
６
万
６
８

０
０
㎡
で
、
業
務
委
託
期
間

は
１
５
０
日
間
と
す
る
。

　
応
募
資
格
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
た
は
非
営
利
の
社
会
貢
献

活
動
を
実
施
し
て
い
る
任
意

の
団
体
で
あ
る
こ
と
と
し
、

同
事
務
所
管
内
に
事
務
所
が

あ
り
、
佐
倉
市
を
活
動
区
域

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

県印旛土木

鹿
島
川
で
除
草
公
募

７
月
３
日
ま
で
受
付

講
習
会
」
と
な
っ
て
お
り
、

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
習

志
野
市
管
工
事
協
同
組
合
か

ら
鈴
木
千
博
理
事
長
、
習
志

野
市
電
友
会
か
ら
安
西
繁
行

氏
（
ナ
ラ
デ
ン
）
と
田
村
祐

介
氏
（
サ
ー
ビ
ス
電
機
）
の

ほ
か
、
防
災
減
災
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る

習
志
野
市
企
業
局
の
職
員
が

参
加
し
た
。

　
「
事
業
継
続
力
強
化
計

画
」
は
、
防
災
・
減
災
に
取

り
組
む
中
小
企
業
が
そ
の
取

組
内
容
（
事
前
対
策
）
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
、
国
か

ら
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業

は
、
税
制
優
遇
や
補
助
金
の

加
点
な
ど
の
支
援
策
を
活
用

で
き
る
。

　
講
師
の
高
山
氏
は
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
、

そ
の
状
況
に
応
じ
て
「
事
業

継
続
力
強
化
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
た
対
応
を
盛
り
込
む
こ
と

で
、
は
じ
め
て
事
業
者
の
事

業
継
続
が
成
立
す
る
こ
と
を

説
明
。

　
「
同
計
画
策
定
の
理
念
や

手
順
、
認
定
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
十
分
に
理
解
し
、
企
業

と
地
域
と
の
連
携
の
促
進
な

ど
に
よ
り
、
強
靭
な
地
域
社

会
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
な
お
、
次
回
の
継
続
教
育

研
修
は
、
７
月
　
日
に
設
備

１４

研
修
、
８
月
　
日
に
規
格
法

１８

令
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
　
単
１２

位
の
取
得
を
目
指
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
る
。

始
す
る
。

　
中
央
消
防
署
は
、
湊
町
地

区
な
ど
管
轄
区
域
に
お
け
る

災
害
対
応
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
消
防
局
の
移
転
完
了

後
に
現
在
の
位
置
で
建
て
替

え
る
。

　
そ
こ
で
、
同
業
務
で
は
、

消
防
局
・
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
の
基
本
・
実
施
設
計
の
ほ

か
、
既
存
建
築
物
（
３
・
５

・
６
号
棟
）
の
解
体
設
計
、

積
算
業
務
、
申
請
手
続
業
務
、

地
質
調
査
な
ど
を
担
当
す
る
。

ま
た
、
行
田
住
宅
跡
地
は
、

建
築
基
準
法
第
　
条
の
規
定

８６

に
よ
り
、
一
定
の
複
数
建
築

物
に
対
す
る
制
限
の
特
例
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

認
定
取
消
し
申
請
に
向
け
、

申
請
図
書
の
作
成
を
支
援
し

て
も
ら
う
。

　
施
設
用
途
は
、
事
務
所

（
消
防
組
織
法
第
９
条
に
基

づ
く
消
防
本
部
）
。
敷
地
面

積
は
３
１
８
０
㎡
。
う
ち
、

第
２
種
住
居
地
域
部
分
が
１

６
２
０
㎡
、
第
１
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
部
分
が
１
５

６
０
㎡
。

　
主
要
構
造
は
、
Ｓ
造
ま
た

は
Ｒ
Ｃ
造
の
免
震
構
造
、
耐

震
安
全
性
の
分
類
は
、
構
造

体
「
Ⅰ
類
」
、
建
築
非
構
造

部
材
「
Ａ
類
」
、
建
築
設
備

「
甲
類
」
と
す
る
。

　
行
田
住
宅
跡
地
は
、
日
本

建
鐵
跡
地
の
大
規
模
な
宅
地

開
発
を
想
定
し
、
行
田
中
学

校
の
運
動
場
拡
張
用
地
の
ほ

か
、
新
た
に
整
備
す
る
中
学

校
の
予
定
地
と
し
て
国
か
ら

取
得
し
た
。
面
積
は
２
万
５

９
７
８
㎡
。
既
存
建
物
は
９

棟
。
市
で
は
、
合
同
庁
舎
の

建
て
替
え
用
地
と
し
て
土
地

の
一
部
を
移
管
後
も
、
行
田

中
学
校
と
同
等
程
度
の
面
積

（
２
万
㎡
余
）
は
確
保
で
き

る
こ
と
か
ら
、
学
校
建
設
は

可
能
と
判
断
し
て
い
る
。

　
我
孫
子
市
は
　
日
、
優
良

２１

建
設
業
者
等
表
彰
の
受
賞
者

を
発
表
し
た
。
２
０
２
２
年

度
に
完
成
し
た
工
事
　
件
の

６８

中
か
ら
、
土
木
部
門
で
工
事

２
件
を
厳
選
。
施
工
し
た
津

川
興
業
、
日
特
建
設
、
板
橋

建
設
の
３
社
の
ほ
か
、
優
秀

現
場
技
術
者
４
人
に
表
彰
状

を
授
与
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
　
日
に
市
役
所
本
庁
舎

２９

で
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
る

予
定
だ
。

　
対
象
工
事
を
み
る
と
、
津

川
興
業
が
施
工
し
た
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・
　
号
手
賀

１４

沼
公
園
・
久
寺
家
線
整
備
工

事
（
そ
の
　
）
（
公
契
約
）
。

１４

施
工
場
所
は
緑
１
丁
目
で
、

請
負
金
額
は
１
億
１
９
３
３

万
３
５
０
０
円
。
優
秀
現
場

技
術
者
は
三
宅
隆
氏
。

　
日
特
・
板
橋
特
定
建
設
工

事
共
同
企
　業
体
が
施
工
し

た
柴
崎
幹
線
（
２
工
区
）
整

備
工
事
（
公
契
約
）
。
施
工

場
所
は
柴
崎
地
区
で
、
請
負

金
額
は
５
億
８
６
４
２
万
８

７
０
０
円
。
優
秀
現
　場
技

術
者
と
し
て
、
日
特
建
設
の

瀬
田
賢
治
氏
、
板
橋
　建
設

の
板
橋
雅
彦
氏
と
近
藤
兼
司

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
　出
さ
れ

て
い
る
。

　
同
市
の
表
彰
制
度
は
１
９

９
３
年
度
に
制
定
。
市
発
注

工
事
の
質
的
向
上
を
図
る
だ

け
で
な
く
、
請
け
負
っ
た
業

者
の
施
工
意
欲
を
高
め
る
た

め
、
優
良
な
成
績
で
工
事
を

完
成
し
た
建
設
業
者
と
現
場

技
術
者
を
表
彰
し
て
い
る
。

　
　
年
度
に
工
事
検
査
が
完

２２
了
し
た
案
件
の
う
ち
、
表
彰

対
象
と
な
る
５
０
０
万
円
以

上
の
工
事
は
　
件
。
こ
の
中

６８

か
ら
、
副
市
長
や
市
職
員
で

構
成
す
る
市
優
良
建
設
業
者

等
表
彰
選
考
会
で
選
定
し
、

市
長
へ
の
報
告
を
経
て
、
受

賞
者
を
決
定
し
た
。

め
方
な
ど
を
協
議
し
た
。
沿

線
市
か
ら
は
「
地
元
の
期
待

が
非
常
に
高
い
」
「
三
番
瀬

へ
の
配
慮
を
」
「
引
き
続
き

丁
寧
な
議
論
で
進
め
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
と
い
う
。

　
小
島
座
長
は
「
新
湾
岸
道

路
の
計
画
具
体
化
に
あ
た
り
、

地
域
の
生
活
環
境
や
三
番
瀬

へ
の
配
慮
を
し
つ
つ
、
広
く

関
係
者
の
意
見
を
把
握
し
な

が
ら
、
丁
寧
に
合
意
形
成
を

図
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

　
湾
岸
地
域
に
は
、
国
際
拠

点
港
湾
の
千
葉
港
や
多
く
の

大
型
物
流
施
設
が
集
積
し
て

お
り
、
都
心
方
面
と
本
県
を

結
ぶ
幹
線
道
路
で
は
、
広
範

囲
に
わ
た
り
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
や
県
、
沿

線
市
な
ど
で
構
成
す
る
県
湾

岸
地
区
道
路
検
討
会
で
、
２

０
２
０
年
５
月
に
「
千
葉
県

湾
岸
地
域
に
お
け
る
規
格
の

高
い
道
路
計
画
の
基
本
方

針
」
を
策
定
し
た
。

　
基
本
方
針
で
は
、
早
期
に

整
備
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
規
格
の
高
い
道
路
と
し

て
外
環
高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
周
辺
か

ら
蘇
我
Ｉ
Ｃ
周
辺
・
市
原
Ｉ

Ｃ
周
辺
ま
で
の
湾
岸
部
で
ル

ー
ト
の
検
討
を
進
め
る
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
千
葉
国
道
事
務
所
は
「
Ｒ

５
千
葉
国
道
管
内
湾
岸
地
域

道
路
網
検
討
Ｆ
４
業
務
」
を

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

三
菱
総
合
研
究
所
設
計
共
同

体
（
Ｊ
Ｖ
）
に
委
託
し
た
。

同
業
務
で
は
、
「
構
想
段
階

に
お
け
る
道
路
計
画
策
定
プ

ロ
セ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、
湾
岸
地
域
の
交
通

分
析
や
効
果
計
測
、
比
較
検

討
・
設
計
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
設
計
な

ど
を
担
当
す
る
。
履
行
期
間

は
　
年
２
月
末
ま
で
。

２４

市民守る土のう作り
2000袋を市に寄贈

八
街
市
災
対
協

作業は分担して進んだ

検
討
会
準
備
会
が
発
足

船橋行田住宅跡の建設予定地

　
県
農
林
水
産
部
は
、
森
林

資
源
デ
ジ
タ
ル
管
理
推
進
業

務
の
企
画
提
案
を
募
集
し
て

い
る
。
委
託
予
定
額
は
１
９

９
９
万
５
８
０
０
円
を
上
限

と
す
る
。
７
月
　
日
ま
で
応

１３

募
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
同
業
務
で
は
、
広
域
で
の

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、

複
数
市
町
村
に
ま
た
が
る
モ

デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
航
空

レ
ー
ザ
計
測
を
実
施
。
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ

と
で
、
森
林
整
備
の
優
先
度

を
判
定
し
、
森
林
整
備
計
画

策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

す
る
。
委
託
期
間
は
２
０
２

４
年
２
月
末
ま
で
。
応
募
資

格
と
し
て
、
県
の
物
品
等
入

札
参
加
業
者
適
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

首
都
圏
に
事
務
所
が
あ
り
、

県
内
で
活
動
で
き
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

森
林
整
備
へ

レ
ー
ザ
計
測

県
農
林
水
産
部

３
社
４
技
術
者
に
栄
誉

我孫子市

優
良
建
設
業
者
な
ど
表
彰

　
準
備
会
は
関
　東
地
方
整

備
局
や
県
、
沿
線
６
市
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で
構
成
。

新
湾
岸
　道
路
の
計
画
具
体

化
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス

の
妥
当
性
　確
認
や
検
証
方

法
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
意
見
の
聴
取
方

法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
す
。
座
長
に
小
島
昌
希
千

葉
国
道
事
務
所
長
が
就
任
し

た
。
　
初
会
合
で
は
、
湾
岸
地
域

の
交
通
状
況
や
道
路
整
備
を

確
認
し
た
ほ
か
、
今
後
の
進

準
備
会
で
は
検
討
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
を
確

認
し
た

大
成
が
安
全
推
進
大
会

info
髟ｷ譁ｹ蠖｢


